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平成 30 年度 石巻市中心市街地活性化基本計画の定期フォローアップに関する報告 

令和元年５月 

石巻市（宮城県） 

 

○計画期間：平成２７年１月～令和２年３月（５年３月） 

 

Ⅰ．中心市街地全体に係る評価 

１． 平成３０年度終了時点（平成３１年３月３１日時点）の中心市街地の概況 

 本市は、平成２７年１月に国の認定を受けた「石巻市中心市街地活性化基本計画」に基づき、

目指す「まち」の姿「彩り豊かな食と歴史が薫る川辺のまち」の実現に向けて、震災で甚大な被

害を受けた中心市街地で市民との協働によって各復興事業を展開することにより、都市機能の回

復及び更なる活性化を目指している。 

 平成３０年度は、（旧北上川）川沿いエリアで展開中のかわまち交流拠点の整備が進み、「石巻

市かわまち交通広場」が６月に完成したほか「石巻市かわまち交流センター」が９月にオープン

した。平成２９年度に完成した同エリア内の「いしのまき元気いちば」や「石巻市かわまち立体

駐車場・バス駐車場」との相乗効果により、川沿いエリアは大きな賑わいを見せている。 

また、本年７月から供用開始予定の堤防一体空間において民間事業者による飲食営業が予定さ

れており、更なる賑わいが生まれるものと予想される。 

同エリアへの来訪者数は順調に伸展しているが、立町・中央エリアや駅前エリア等では同様の

効果は生まれておらず、完成した拠点施設で生まれた賑わいを中心市街地全体にどう波及させる

かが課題となっている。 

 

【中心市街地の状況に関する基礎的なデータ】         （基準日：毎年度９月末日） 

（中心市街地

区域） 

平成２５年度

(計画前年度) 

平成２６年度

(１年目) 

平成２７年度

(２年目) 

平成２８年度

(３年目) 

平成２９年度

(４年目) 

平成３０年度

(５年目) 

人口 151,068 人 150,114 人 148,968 人 147,926 人 146,516 人 144,823 人 

人口増減数 △1,182 人 △954 人 △1,146 人 △1,042 人 △1,410 人 △1,693 人 

自然増減数 
△620 人 

（平成 25 年中） 

△770 人 

（平成 26 年中） 

△760 人 

（平成 27 年中） 

△936 人 

（平成 28 年中） 

△975 人 

（平成 29 年中） 

△1,076 人 

（平成 30 年中） 

社会増減数 
△354 人 

（平成 25 年中） 

△322 人 

（平成 26 年中） 

△316 人 

（平成 27 年中） 

△235 人 

（平成 28 年中） 

△490 人 

（平成２９年中） 

△557 人 

（平成 30 年中） 

転入者数 
4,441 人 

（平成２５年中） 

4,348 人 

（平成 26 年中） 

4,191 人 

（平成 27 年中） 

3,987 人 

（平成 28 年中） 

3,871 人 

（平成２９年中） 

3,994 人 

（平成３０年中） 

 

２．平成３０年度の取組等に対する中心市街地活性化協議会の意見 

本市では、石巻商工会議所、株式会社街づくりまんぼう及び市が事務局となり市民・事業者で

構成する中心市街地活性化協議会において、中心市街地活性化の総合的かつ一体的な推進に関す
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る協議を行うこととしている。 

 平成３０年度は、平成３１年１月の協議会総会において、中心市街地の活性化に向けた取組み

の周知や、中心市街地活性化基本計画の変更案（同年３月認定）についての概要を説明し、了承

された。 
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Ⅱ．目標ごとのフォローアップ結果 

 

１．目標達成の見通し 

※２施設の利用者数について、H30 より積算方法変更（下段は既存の積算方法による） 

 
＜基準値からの改善状況＞ 

Ａ：目標達成、Ｂ：基準値達成、Ｃ：基準値未達成 

＜取組の進捗状況及び目標達成に関する見通しの分類＞ 

①取組（事業等）の進捗状況が順調であり、目標達成可能であると見込まれる。 

②取組の進捗状況は概ね予定どおりだが、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要

がある。 

③取組の進捗状況は予定どおりではないものの、目標達成可能と見込まれ、引き続き最大限努力していく。 

④取組の進捗に支障が生じているなど、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要が

ある。 

 

２．目標達成見通しの理由 

①「中心市街地における定住人口」について 

平成２９年度比９５人減少となっているが主に自然減によるものと考えられる。現在継続中

の優良建築物等整備事業７地区のうち、２地区が計画期間内に完成予定であり、住宅等の整備

が進められることで人口増加が見込まれているが、自然減等の影響を加味すると、目標値まで

の増加は見込みづらい状況となっている。 

②「２施設の利用者数」について 

平成２９年６月末にオープンした「いしのまき元気いちば」の来場者数を通年で計上できる

ようになったため、平成２９年度と比べて増加している。また、「いしのまき元気いちば」の

利用者数について、昨年度まではレジ通過者数を計上していたが、来場者カウンター等を活用

してより実態に近い値を計上できるようになったため、大幅な増加となっている。なお、レジ

通過者数の比較においても大幅な増加を示しており、目標達成に向けて非常に順調に進捗して

いると言える。 

③「歩行者・自転車通行量」について 

「いしのまき元気いちば」周辺を中心に増加し、目標値を上回る結果となっている。なお、

休日の調査日とウォーキングアプリ「ポケモンＧＯ」のイベント開催日が重なったことから、

平時の数値より若干の上乗せがあったと思われる。しかし、特段のイベント等が無かった平日

の調査日も昨年と比べて増加しており、全体的に増加傾向にある。今後、（旧北上川）川沿い

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値 

基準値か

らの改善

状況 

前回の 

見通し 

今回の 

見通し 

定住人口
の増加 

中心市街地に

おける 

定住人口 

2,777 人 

（H25） 

3,812 人 

（H31） 

2,872 人 

（H31.3） 
Ｂ ① ② 

交流人口
の増加 

２施設の利用

者数 

241,208 人 

（H25） 

1,241,200 人

（H31） 

1,238,680 人 

（636,406 人）※ 

（H30） 

Ｂ ① ① 

交流人口
の増加 

歩行者・自転

車通行量 

15,002 人 

（H25） 

16,950 人 

（H31） 

17,790 人 

（H30.10） 
Ａ ① ① 
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エリアで展開中の事業の進捗により、更なる増加が見込まれる。 

 

３．前回のフォローアップと見通しが変わった場合の理由 

 ①「中心市街地における定住人口」について 

 全７地区で優良建築物等整備事業が進められており、その事業効果の発現により大幅な人口の

増加が見込まれているが、令和元年度中に完成予定の事業は全７地区のうち２地区であり、自然

減の影響を考慮すると計画期間内に目標値に達する人口の増加は困難と判断し、評価を改めたも

のである。 

 

４．目標指標ごとのフォローアップ結果 

「中心市街地における定住人口」※目標設定の考え方基本計画 P63～P66 参照 

●調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：住民基本台帳法 

※調 査 月：毎年度３月末日 

※調査主体：石巻市 

※調査対象：中心市街地に居住する人数  

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．優良建築物等整備事業（民間事業者） 

事業実施期間 平成２５年度～【実施中】 

事業概要 被災した建築物の建替え事業に補助を行うことにより、市街地環境

の改善と防災力の向上を図り、災害に強いまちづくりと震災復興を

推進する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

[支援措置] 

復興交付金（優良建築物等整備事業・基幹事業）等 

[支援期間] 

事業により異なる 

事業効果及び進 本事業は、定住人口の増加及び歩行者・自転車通行量の増加に効果

年 （人） 

H23 2,889 人 

H24 2,805 人 

H25 2,777 人 

（基準年値） 

H26 2,718 人 

H27 2,882 人 

H28 3,068 人 

H29 2,967 人 

H30 2,872 人 

H31 3,812 人 

（目標値）  

3,467 
3,397 

3,342 
3,236 

3,176 
3,085 

2,985 
2,889 

2,805 
2,777 

2,718 
2,882 

3,068 
2,967 

2,872 

3,812 

0
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（人）
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捗状況 のある事業である。立町二丁目４番地区、中央二丁目３番地区（Ａ

１地区）の２件は平成３０年度に地盤調査及び実施設計が完了。中

央二丁目３番地区（Ａ２地区）は事業計画策定中であり、平成３１

年（令和元年）５月より実施設計に着手予定。立町一丁目３番地区

（Ｂ地区）は実施設計中。中央二丁目４番南地区は平成３０年１月

から建築工事に着手。以上５件のうち２件が計画期間内に完成予

定。このほか２地区においても、令和２年度中の整備完了を目標に

事業が進められている。なお、本事業を含めた民間分譲住宅整備に

よる居住人口増加数の目標値は８１１人である。 

事業の今後につ

いて 

すべての地区において、竣工と同時に効果発現が見込まれる。今後

も、まちなか居住の促進とともに、中心商店街の賑わいを図ること

を目的に、住居及び店舗の整備に向けて事業を進めていく。 

 

②．市街地再開発事業（民間事業者） 

事業実施期間 平成２４年度～平成３０年度【済】 

事業概要 被災市街地において、商業施設や住宅等の複合施設を建設するとと

もに、屋外空間の一体整備を行う再開発事業者に対して補助金を交

付し、再開発事業を支援する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

[支援措置] 

復興交付金（市街地再開発事業・基幹事業） 

社会資本整備総合交付金（都市・地域再生緊急促進事業） 

[支援期間] 

事業により異なる 

事業効果及び進

捗状況 

本事業は、定住人口の増加及び歩行者・自転車通行量の増加に効果

のある事業である。平成２７年度に建物竣工、分譲住宅（７７戸）

へ入居開始した中央三丁目１番地区では、店舗も全ての区画が開

店。平成２８年１０月に公営住宅（２１戸）、平成２９年２月に分

譲住宅（３２戸）が入居開始し、商業施設も開店した立町二丁目５

番地区では、平成３０年７月に高齢者福祉施設が開業した。平成２

８年１０月に公営住宅（５４戸）、分譲住宅（２５戸）が入居開始

し、高齢者福祉施設も営業開始している中央一丁目１４・１５番地

区では、平成３０年１２月に離島航路施設が開業した。本事業を含

めた復興公営住宅事業による居住人口増加数の目標値は３８０人

であるが、平成３０年度末時点での入居者数は３２０人となってお

り、定住人口の増加に相当程度貢献している。 

事業の今後につ

いて 

公営住宅、民間分譲住宅を合わせて２０９戸整備され、中心市街地

の定住人口の増加に寄与した。また、併せて整備された商業施設、

高齢者福祉施設、離島航路施設により、交流人口の増加促進が期待

される。 
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●目標達成の見通し及び今後の対策 

中心市街地における定住人口は前年比９５人減となっている。住宅の整備を伴う優良建築物等

整備事業が計画期間内に２地区で完成予定であり、人口増加が見込まれているが、自然減等の影

響を加味すると、目標値までの人口増加は見込みづらい状況となっている。 

今後も事業の進捗状況等を調査し、状況に応じた改善措置を講じていく必要がある。 

平成３０年度は、平成２９年度と同様おおむね計画通りに進捗しているが、当初の予定より遅

延している事業もあることから、補助事業の適切な執行管理や事業者に対する助言等の手法によ

り進め、事業スケジュールを考慮しつつも地権者の私的財産や生活に配慮した着実な進捗を図る

必要がある。 

 

 

 

「２施設の利用者数」※目標設定の考え方基本計画 P67～P69 参照 

●調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：施設の利用者数の集計 

※調 査 月：毎年度１２月末 

※調査主体：石巻市 

※調査対象：石ノ森萬画館入場者数、いしのまき元気いちば利用者数 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．石ノ森萬画館実施事業（石巻市） 

事業実施期間 平成１３年度～【実施中】 

事業概要 石ノ森萬画館にて、「マンガの街いしのまき」を体感してもらうき

っかけづくりとして各種事業を開催する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

国の支援措置活用なし 

事業効果及び進

捗状況 

萬画館来場者数は１８７，１５０人となり、平成３１年度目標の 

２４１，２００人には到達していないが、前年比約８千人増となっ

年 （人） 

H23 19,004 人 

H24 31,321 人 

H25 241,208 人 

（基準年値） 

H26 175,435 人 

H27 176,462 人 

H28 169,465 人 

H29 391,831 人 

H30 1,238,680 人 

（636,406人） 

H31 1,241,200 人 

（目標値） 

 

196,461 

195,939 

185,034 

173,997 

171,422 

180,313 

184,694 
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ており、順調に増加していると言える。常設展示の４度に亘る入れ

替えやそれに伴うイベントの開催、「サンリオキャラクターズ か

わいいのヒミツ展」や「ビッグコミック５０周年展」等人気の高い

企画展による効果であると考えられる。 

事業の今後につ

いて 

今後も数多くのイベントの実施、ＳＮＳでの情報発信や全国から足

を運んでもらえるようなオリジナリティのある企画展の開催等、来

館者数に繋がるきっかけ作りを行う。 

 

②．かわまち交流拠点（生鮮マーケット等）整備事業（石巻市） 

事業実施期間 平成２５年度～平成３２年度【実施中】 

事業概要 街なかの賑わい創出を図るため、川と一体的なまちづくりとして、

生鮮マーケット・公共施設・交通広場等で構成される観光交流拠点

を土地区画整理事業等により整備する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

[支援措置] 

①復興交付金（被災市街地復興土地区画整理事業・基幹事業、効果

促進事業） 

②復興交付金（暮らし・にぎわい再生事業（中央地区）・基幹事業、

効果促進事業） 

[支援期間] 

①平成２６年度～平成３２年度 

②平成２６年度～平成２９年度 

事業効果及び進

捗状況 

平成３０年６月には「交通広場」、８月には「かわまち交流センタ

ー」が完成し、川沿いエリアの整備が進んだことによる効果や、「う

に祭り」「いちごフェア」「ほやフェス」といった旬に合わせたイベ

ントを毎週のように開催し、地元紙や広報誌に広告を掲載すること

で、「いしのまき元気いちば」の利用者数は大幅に増加し、 

平成３１年度の目標値である１，０００，０００人を超え、 

１，０５１，５３０人となった。 

事業の今後につ

いて 

令和元年中に完成予定の「堤防一体空間」を、飲食営業やイベント

会場として民間事業者に開放するなど、周辺施設との相乗効果によ

り、更なる利用者数の増加を目指す。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 

 平成２９年６月末にオープンした「いしのまき元気いちば」の利用者数について、平成３０年

度から通年で計算できるようになったことや、これまではレジ通過者数を計上していたが平成３

０年度は来場者カウンターの導入により実数に近い数字を計上できるようになったことなどに

より、昨年度の「２１２，２８５人」から「１，０５１，５３０人」に大幅に増加した。 

これにより、石ノ森萬画館の来館者数との合算で「１，２３８，６８０人」となり、目標値に

非常に近い値となった。 

なお、「いしのまき元気いちば」の利用者について、これまで通りレジ通過者数を計上したと
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しても、石ノ森萬画館の来館者数との合算で「６３６，４０６人」となり、昨年度から大幅に増

加している。 

今後も川沿いエリアの整備が進み、各施設の相乗効果により目標を達成する見込みとなってい

る。本市の第三セクターであり石ノ森萬画館の管理運営を行うＴＭＯ「株式会社街づくりまんぼ

う」と協力してイベントの開催や魅力発信活動等を行い、より利用者数の増加が見込める対策を

講じていく必要がある。 

 

 

 

「歩行者・自転車通行量」※目標設定の考え方基本計画 P67～P69 参照 

●調査結果の推移  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法：石巻市中心市街地通行量調査 

※調 査 月：平成 15 年 10～11 月、平成 20 年 5月、平成 25 年 11 月、平成 27 年 3 月、平成 27 年 11 月、

平成 28 年 5 月、平成 29 年 11 月、平成 30 年 10 月 

※調査主体：石巻市 

※調査対象：平日、休日における歩行者と自転車通行量の合算値 

 

●目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．かわまち交流拠点（生鮮マーケット等）整備事業（石巻市）【再掲】 

事業実施期間 平成２５年度～平成３２年度【実施中】 

事業概要 街なかの賑わい創出を図るため、川と一体的なまちづくりとして、

生鮮マーケット・公共施設・交通広場等で構成される観光交流拠点

を土地区画整理事業等により整備する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

[支援措置] 

①復興交付金（被災市街地復興土地区画整理事業・基幹事業、効果

促進事業） 

②復興交付金（暮らし・にぎわい再生事業（中央地区）・基幹事業、

効果促進事業） 

年 （人） 

H15 43,445 人 

H20 18,129 人 

H25 15,002 人 

（基準年値） 

H26 14,122 人 

H27 13,813 人 

H28 15,412 人 

H29 13,612 人 

H30 17,790 人 

H31 16,950 人 

（目標値） 
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[支援期間] 

①平成２６年度～平成３２年度 

②平成２６年度～平成２９年度 

事業効果及び進

捗状況 

平成２９年６月末にオープンした生鮮マーケット「いしのまき元気

いちば」に最も近い調査地点では、平日休日の通行量の合計値が 

４，５９９人と昨年の１，４８５人に対し３倍を超えた。平成２８

年度（７０４人）比では６．５倍となっており、非常に大きな事業

効果が表れている。本事業における歩行者・自転車通行量増加の目

標値を２，６８４人に定めており、当該施設に訪れる利用者の回遊

により、目標を上回る効果が生まれていると推測される。 

事業の今後につ

いて 

周辺の整備との相乗効果により更なる通行量の増加が見込まれる

ため、当該エリアで生まれた賑わいを周辺へ波及させる仕組みを検

討し、中心市街地全体の賑わいに繋げていく必要がある。 

 

②．石巻市子どもセンター事業（石巻市） 

事業実施期間 平成２５年度～【実施中】 

事業概要 子どもセンターにおいて、小中高生が中心となり中心市街地活性化

に係る商店街との連携企画を実施し、一体となったソフト事業を展

開する。 

国の支援措置名

及び支援期間 

[支援措置] 

中心市街地活性化ソフト事業 

[支援期間] 

平成２７年度～平成３１年度 

事業効果及び進

捗状況 

当施設において、商店事業者と子ども達で企画したイベントを通し

て商店街の賑わいづくりを行うことにより、歩行者・自転車通行量

の増加が見込まれることから、目標値を１１２人に定めている。 

平成３０年度の入場者数は２７，７２２人、１日平均８８人であっ

た。イベント開催回数は、平成３０年度で５回目となる商店街協力

のもと開催されたハロウィン祭りのほか、子ども向けイベントや親

子で参加できるワークショップ、子育てサークル、こども企画等の

合計で２３６回となり、通行量に相当程度貢献していると推測され

る。 

事業の今後につ

いて 

今年度から指定管理者制度を導入しており、民間事業者のノウハウ

や、施設を利用する子どもの意見を取り入れながら、より活発な活

動を行っていく。 

 

●目標達成の見通し及び今後の対策 

 歩行者・自転車通行量は前年比４，１７８人増の１７，７９０人となり、震災後の平成２５年

度以降実施の中では最大、目標値の１６，９５０人をも上回る結果となった。なお、休日の調査

日とウォーキングアプリ「ポケモンＧＯ」のイベント開催日が重なったことから、平時の数値よ
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り若干の上乗せがあったと思われる。しかし、特段のイベント等が無かった平日の調査日も昨年

と比べて増加しており、全体的に増加傾向にある。 

地点別にみると、「いしのまき元気いちば」を中心としたかわまち交流拠点整備事業を展開す

る川沿いエリアの通行量の増加数は非常に大きく、今後も整備が進むことで更なる通行量の増加

が見込まれる。 

商店街や石巻駅周辺など川沿いエリアから離れた地点では、平日の通行量が減少傾向にあるた

め、川沿いエリアからの賑わいの誘導が大きな課題となっている。各施設等で行われるイベント

に際し、周辺商店街や駅前エリアと連動した企画など、中心市街地全体へ通行量の増加を波及さ

せる取組を検討していく。 

 


